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きめ細かい指導体制を提供し、知識と技術を備えた麻酔科専門医を育てます！

麻酔科専門医は、患者の全身状態を良好に維持・管理する全身管理のスペシャリストです。当科の診療は、麻酔・周術期医学、集中治療医学、疼痛
医学、緩和ケア、院内救急措置対応など、広汎多岐にわたります。関連各科との緊密な連携や、緻密な周術期管理に関して重要な役割を果たして
おり、今後一層の充実が求められています。
当科は、スタッフ一同みな指導熱心で、きめ細かい指導を提供しています。

本プログラムはスペシャリストとしての麻酔科医を育成するプログラムです。豊富な症例を有し、ライフスタイルやキャリアパスに沿った研修体
制を提供しており、関連分野である集中治療や緩和医療、ペインクリニック等のサブスペシャリティの資格取得も可能です。まず専門研修基幹施
設である香川大学医学部附属病院で研修を行います。その後、高松赤十字病院、坂出市立病院、KKR高松病院、香川県済生会病院、滝宮総合病
院、大樹会総合病院回生病院、米盛病院、兵庫県立こども病院、国立病院機構四国こどもとおとなの医療センター、香川県立中央病院、香川労災
病院などの関連病院で、研修を行います。連携施設とともに、専攻医のキャリアプランに合わせた研修体制を構築しています。

毎朝7時40分から症例カンファレンスや抄読会、症例検討会を行っています。
専攻医を対象に中心静脈穿刺や神経ブロックなどの技術習得のためのハンズオンセミナーを開催しています。
また、学会発表、論文作成を目標として臨床研究指導を行っています。

●麻酔科標榜医（厚労省認定）　●麻酔科専門医（専門医機構認定）　●麻酔科認定医
●麻酔科指導医　●集中治療専門医　●ペインクリニック専門医　●心臓血管麻酔専門医
●区域麻酔認定医・指導医　●小児麻酔認定医　●老年麻酔認定医・指導医など

病理診断科では指導体制が充実しており、病理診断における幅広い知識や能力を身につけることができます。本プログラムでは、香川大学医学部
附属病院病理診断科を基幹型施設とし、連携施設をローテートして病理専門医資格の修得を目指します。組織診断は全臓器を診断し、当科に所属
する病理専門医によるマンツーマンでの指導が受けられます。細胞診専門医修得についても同様です。病理解剖は院内症例を含め県下複数の関
連病院の解剖を担当しており、専門医修得に必要な症例数が確保されています。臨床各科との合同カンファレンス、論文や学会発表の機会も多く
あり、病理医として成長していくための環境は整っています。本病理専門研修プログラムに是非参加し、知識のみならず技能や態度にも優れたバ
ランス良き病理専門医を目指してください。

❶病理組織診断 ： 病理専門指導医の指導の下で病理組織診断の研修を行います。基本的に診断が容易な症例や症例数の多い疾患を1年次に研修
し、2年次以降は希少例や難解症例を交えて研修をします。研修中は当該施設病理診断科の業務当番表に組み込まれます。当番には生検診断、
手術材料診断、術中迅速診断、手術材料切り出し、細胞診、剖検などがあり、それぞれの研修内容が規定されています。研修中の指導医は、当番
に当たる上級指導医が交代で指導に当たります。なお、各臨床科と月1～2回のカンファレンスが組まれており、担当症例は専攻医が発表・討論
することにより、病態と診断過程を深く理解し、診断から治療にいたる計画作成の理論を学ぶことができます。
❷剖検症例 ： 病理解剖に関しては、研修開始から最初の5例目までは原則として助手として経験します。以降は習熟状況に合わせますが、基本的に主
執刀医として剖検をしていただき、切り出しから診断、CPCでの発表まで一連の研修をしていただきます。

修得できる資格には、死体解剖資格、病理専門医、細胞診専門医があります。専門医資格修得後はサブスペシャリティ領域の確立や研究の発展、
あるいは指導者としての経験を積み、本人の希望によっては留学（国内外）や3群連携施設の専任病理医となることも可能です。

麻酔・ペインクリニック科
マンツーマン指導による病理専門医育成
病理診断科

本プログラムでは、香川大学医学部附属病院病理診断科を基幹施設とします。連携施設については以下のように分類します。
連携施設1群 ： 複数の常勤病理専門指導医と豊富な症例を有しており、専攻医が所属し十分な教育を行える施設（高松赤十字病院）
連携施設2群 ： 常勤病理指導医がおり、病理診断の指導が行える施設（高松平和病院、高松市立みんなの病院、四国こどもとおとなの医療センター、
　　　　　　  済生会今治病院、回生病院、住友別子病院）
連携施設3群 ： 病理指導医が常勤していない施設（坂出市立病院、KKR高松病院、さぬき市民病院、坂出聖マルチン病院、屋島総合病院、香川県
　　　　　　  済生会病院、高松医療センター、水島協同病院、滝宮総合病院、小豆島中央病院）


